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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第79期
第３四半期
累計期間

第80期
第３四半期
累計期間

第79期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

営業収益 (百万円) 667 691 898

経常利益 (百万円) 110 136 160

四半期(当期)純利益 (百万円) 57 89 156

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 200 200 200

発行済株式総数 (千株) 4,000 4,000 4,000

純資産額 (百万円) 3,172 3,294 3,360

総資産額 (百万円) 54,225 52,787 51,284

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 14.39 22.56 39.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 8.00

自己資本比率 (％) 5.9 6.2 6.6

　

回次
第79期
第３四半期
会計期間

第80期 
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日

自　平成24年10月１日 
至　平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.49 4.37

(注) １ 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２ 営業収益には、消費税等を含んでおります。

３ 当社は、持分法対象会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりません。

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう
ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載
した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)　経営成績の分析

当第３四半期累計期間（平成24年４月１日から同年12月31日までの９か月間）のわが国経済は、当初
復興需要を背景とした緩やかな回復を確認できたものの、長引く欧州の債務問題や米国の財政問題に対
する懸念、更には日中関係の悪化による生産・輸出の減少から景気は秋口から減速へと向かいました。
株式市況についてみますと、10,109円で始まった日経平均株価は、欧州債務問題の再燃や中国の景気減
速への懸念から下落基調となり、６月上旬には一時8,200円台まで値を下げる展開となりました。その後
は9,000円をはさんでもみあう相場が続きましたが、11月半ばからは『政権交代・大胆な金融緩和』に対
する期待から円安が進行し株価も上昇に転じました。最終的には12月末の終値は10,395円と年初来高値
をつけて引けました。この間、当第３四半期末の３市場信用取引買残高は１兆3,308億円と、前事業年度末
（１兆3,892億円）に比べ4.2%の減少となりました。
こうした環境の下、当社の資金運用状況をみますと、まず、貸付金の期中平均残高は49億円と、一般貸付
金が減少したため、前年同四半期（57億円）比７億円の減少となりました。
貸付金以外の運用面をみますと、有価証券投資の期中運用平均残高は406億円と、前年同四半期（380億
円）比26億円の増加となりました。また借入有価証券代り金の期中平均残高は51億円と、前年同四半期
（66億円）比14億円の減少となっております。
こうした運用状況の下、当期の営業収益は６億91百万円と有価証券利息配当金の増収を要因として前
年同四半期（６億67百万円）比24百万円の増収となりました。営業費用は支払手数料の減少により２億
11百万円と、前年同四半期（２億12百万円）比１百万円の減少、また、一般管理費は物件費の増加を主な
要因として３億91百万円と前年同四半期（３億74百万円）比16百万円の増加となりました。
この結果、当第３四半期の営業利益は89百万円と、前年同四半期（80百万円）比８百万円の増益となり
ました。また、これに営業外損益を加減算した経常利益は１億36百万円と、前年同四半期（１億10百万
円）比25百万円の増益となりました。当期は特別損益の計上がなく、税金費用を減算した四半期純利益は
89百万円と、前年同四半期（57百万円）比32百万円の増益となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は、有価証券及び一般貸付金等が減少となった一方で未収入金及び
投資有価証券の増加等を主な要因として、527億87百万円と、前事業年度末に比べ15億３百万円の増加と
なりました。負債は、未払金の増加を主な要因として、494億93百万円と、前事業年度末比15億69百万円の
増加となりました。また純資産はその他有価証券評価差額金の減少を主な要因として、前事業年度末より
65百万円減少し32億94百万円となりました。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに
生じた課題はありません。

　

　

(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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(5)　証券取引所市場売買高と当社貸付高の状況

区分

前第３四半期
累計期間

(自  平成23年
     ４月１日
至  平成23年
    12月31日)

当第３四半期 
累計期間

(自 平成24年
　　４月１日
 至 平成24年
　　12月31日)

前事業年度
(自  平成23年
     ４月１日
至  平成24年
    ３月31日)

総額(千円) 総額(千円) 総額(千円)

名古屋証券取引所売買高
（市場第１部、市場第2部及びセントレッ
クス市場の合計）

株数 84,674千株110,417千株113,288千株

金額 44,179,94878,968,71260,299,383

当社の貸付状況

貸借取引貸付金

繰越高 548,665 501,541 548,665

貸付高 2,281,1554,527,9073,100,108

回収高 2,467,6924,520,7873,147,232

期末残高 362,128 508,660 501,541

貸借取引貸付有価証券

繰越高 6,439 6,406 6,439

貸付高 65,511 68,526 83,116

回収高 70,396 67,080 83,149

期末残高 1,554 7,853 6,406

一般貸付金

繰越高 5,791,7854,802,4235,791,785

貸付高 11,260,86913,521,61515,214,529

回収高 12,752,11613,787,92616,203,891

期末残高 4,300,5384,536,1124,802,423

一般貸付有価証券

繰越高 ― ― ―

貸付高 11,934 56,181 17,550

回収高 11,934 56,181 17,550

期末残高 ― ― ―

　
(6)　業務部門別収入の状況

区分

前第３四半期累計期間
(自　平成23年
     ４月１日
 至　平成23年
      12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年
　　 ４月１日
 至　平成24年
　　　12月31日)

前事業年度
(自　平成23年
     ４月１日
 至　平成24年
      ３月31日)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比 
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

貸借取引貸付

貸借取引貸付金利息 3,004　 3,487　 3,787　

受取手数料 319　 456　 495　

有価証券貸付料 748　 978　 1,118　

小計 4,0730.6 4,9220.7 5,4010.6

一般貸付

一般貸付金利息 110,324　 96,714　 144,436　

受取手数料 12　 10　 22　

小計 110,33616.5 96,72514.0 144,45816.1

その他の収入

借入有価証券代り金利息 4,433　 3,446　 5,571　

受取手数料 4,171　 4,171　 5,562　

(有価証券集中管理手数料) (1,427)　 (1,428)　 (1,904)　

(その他受取手数料) (2,743)　 (2,743)　 (3,657)　

有価証券貸付料 10　 18　 14　

有価証券利息及び配当金 544,175　 582,340　 737,948　

小計 552,79082.9 589,97685.3 749,09783.3

計 667,200100.0 691,624100.0 898,956100.0
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,000,000 4,000,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数　1,000株

計 4,000,000 4,000,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年12月31日 ― 4,000 ― 200 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　 　27,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　3,937,000 3,937 ―

単元未満株式 普通株式　   36,000― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 4,000,000― ―

総株主の議決権 ― 3,937 ―

　 (注) 「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式962株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
中部証券金融株式会社

名古屋市中区栄三丁目
８番20号

27,000 ― 27,000 0.67

計 ― 27,000 ― 27,000 0.67

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 989,161 1,090,977

有価証券 300,402 －

貸借取引貸付金 501,541 508,660

一般貸付金 4,802,423 4,536,112

貸借取引貸付有価証券 6,406 7,853

借入有価証券代り金 5,172,459 5,136,626

未収入金 5,749,064 7,178,294

その他 280,015 182,991

流動資産合計 17,801,474 18,641,515

固定資産

有形固定資産 50,767 48,500

無形固定資産 134,631 85,491

投資その他の資産

投資有価証券 32,715,626 33,553,729

その他 602,121 478,669

貸倒引当金 △20,085 △20,085

投資その他の資産合計 33,297,662 34,012,313

固定資産合計 33,483,061 34,146,305

資産合計 51,284,535 52,787,820

負債の部

流動負債

コールマネー 9,500,000 6,500,000

短期借入金 35,500,000 36,800,000

未払金 326,040 3,742,365

未払法人税等 103,817 －

貸付有価証券代り金 6,406 7,853

担保金 131,000 140,000

預り金 7,647 9,308

預り有価証券 6,406 7,853

賞与引当金 18,465 10,280

役員賞与引当金 6,500 4,425

その他 78,813 92,360

流動負債合計 45,685,097 47,314,446

固定負債

長期借入金 2,000,000 2,000,000

繰延税金負債 89,939 20,034

退職給付引当金 107,429 117,182

役員退職慰労引当金 41,944 41,944

固定負債合計 2,239,312 2,179,160

負債合計 47,924,410 49,493,606
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 200,000 200,000

利益剰余金

利益準備金 50,000 50,000

その他利益剰余金

配当準備積立金 191,000 191,000

圧縮記帳積立金 18,857 18,655

別途積立金 1,530,000 1,530,000

繰越利益剰余金 1,115,426 1,173,463

利益剰余金合計 2,905,284 2,963,118

自己株式 △6,132 △6,481

株主資本合計 3,099,152 3,156,637

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 260,973 137,576

評価・換算差額等合計 260,973 137,576

純資産合計 3,360,125 3,294,214

負債純資産合計 51,284,535 52,787,820
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

営業収益

貸付金利息 113,328 100,202

借入有価証券代り金利息 4,433 3,446

受取手数料 4,503 4,638

有価証券貸付料 758 997

有価証券利息配当金 544,175 582,340

営業収益合計 667,200 691,624

営業費用

支払利息 143,495 145,918

支払手数料 67,353 63,832

有価証券借入料 1,246 1,306

営業費用合計 212,096 211,058

営業総利益 455,103 480,566

一般管理費 374,644 391,436

営業利益 80,459 89,129

営業外収益

投資有価証券売却益 1,140,217 1,998,580

デリバティブ取引運用益 101,706 －

その他 1,898 2,118

営業外収益合計 1,243,822 2,000,698

営業外費用

投資有価証券売却損 1,207,789 624,763

デリバティブ取引運用損 － 1,312,171

その他 5,660 16,357

営業外費用合計 1,213,449 1,953,292

経常利益 110,833 136,535

特別損失

固定資産除却損 23 －

投資有価証券評価損 1,096 －

特別損失合計 1,120 －

税引前四半期純利益 109,712 136,535

法人税、住民税及び事業税 44,730 38,793

法人税等調整額 7,783 8,121

法人税等合計 52,514 46,915

四半期純利益 57,197 89,620
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【注記事項】

　

(四半期貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日)

　

減価償却費 57,171千円

　

減価償却費 57,030千円

　

　

　
(株主資本等関係)

　

前第３四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 23,847 6 平成23年３月31日 平成23年６月29日
その他　　　　
利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの
　

該当事項はありません。

　　　

当第３四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 31,785 8 平成24年３月31日 平成24年６月28日
その他　　　　
利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの
　

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

　

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がない

か、四半期貸借対照表計上額と時価の差額及び前事業年度に係る貸借対照表計上額と時価との差額に

重要性が乏しいため、注記を省略しております。

　
　

(有価証券関係)

　

前事業年度末(平成24年３月31日)

　

その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
貸借対照表

差額
計上額

　株式 141,497 228,747 87,249

　債券 　 　 　

     国債・地方債 25,215,915 25,394,800 178,884

     社債 400,065 402,712 2,646

     その他 5,051,243 5,154,331 103,087

　その他 1,811,741 1,822,441 10,700

計 32,620,463 33,003,032 382,568

(注) 表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当事業年度において減損処理を行い、投資有

価証券評価損1,096千円を計上しております。

　

当第３四半期会計期間末(平成24年12月31日)

　

その他有価証券は、事業の運営において重要なものであることから記載しております。

　

その他有価証券

(単位：千円)

区分 取得原価
四半期貸借対照表

差額
計上額

　株式 141,497 216,774 75,276

　債券 　 　 　

     国債・地方債 23,230,592 23,028,700 △201,892

     社債 100,058 102,000 1,941

     その他 6,898,006 7,377,436 479,430

　その他 2,977,911 2,815,823 △162,088

計 33,348,065 33,540,733 192,668
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(デリバティブ取引関係)

　

前事業年度末(平成24年３月31日)

　

(1) 株式関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

金融商品

取引所　

株価指数先物取引 　 　 　 　

売建 504,500 ― 504,500 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

　

(2) 債券関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

金融商品

取引所　

国債先物取引 　 　 　 　

売建 24,141,700 ― 24,141,700 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

　
(3) 金利関連

(単位：千円)

区分 種類 想定元本
想定元本のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

市場取引以

外の取引

金利スワップ取引 　 　 　 　

支払固定・
受取変動

5,000,0005,000,000△59,753 △59,753

計 5,000,0005,000,000△59,753 △59,753

(注) 時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格により算定しております。
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当第３四半期会計期間末(平成24年12月31日)

　

デリバティブ取引は事業の運営において重要なものであることから記載しております。

　

(1) 株式関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

金融商品

取引所　

株価指数先物取引 　 　 　 　

売建 1,773,100 ― 1,773,100 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

　

　
(2) 債券関連

(単位：千円)

区分 種類 契約額等
契約額等のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

金融商品

取引所　

国債先物取引 　 　 　 　

売建 24,420,500 ― 24,420,500 ―

買建 ― ― ― ―

計 ― ― ― ―

　(注) 時価の算定方法　金融商品取引所における最終の価格により算定しております。

　

(3) 金利関連

(単位：千円)

区分 種類 想定元本
想定元本のうち　
　　　　　1年超

時価 評価損益

市場取引以

外の取引

金利スワップ取引 　 　 　 　

支払固定・
受取変動

5,000,0005,000,000△74,680 △74,680

計 5,000,0005,000,000△74,680 △74,680

(注) 時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格により算定しております。

　

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、有価証券を担保とした貸付業務及び有価証券運用業務並びにこれらの付随業務の単一

セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 14円39銭 22円56銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 57,197 89,620

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 57,197 89,620

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,974 3,972

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月12日

中部証券金融株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柏    木    勝    広    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中    村    哲    也    印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中部証
券金融株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第80期事業年度の第３四半期会計期間（平

成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月
31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、中部証券金融株式会社の平成24年12月31日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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